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◇◇◇◇◇ 人権教育月間 決めつけている自分 （全校集会・教頭講話より） ◇◇◇◇◇ 

 生徒会の月目標に「人権学習」について触れられていますが、 

１１月は「後期人権教育月間」です。前期の人権教育月間では、 

今年も JRC交流委員会を先頭に、東中学校生徒会人権宣言が確 

認されました。「My人権宣言」を考えたり、クラスでできる取 

組を相談したりしてきましたが、その後、宣言に沿った行動が 

とれているでしょうか？毎日じゃなくても、ある場面で思い出 

したり、意識したりすることができたでしょうか？少しの気持 

ちのすれ違いで、友だちや家族に背中を向けたりしていません 

か。人権教育月間ですから、自分の行動を振り返ってみることができる、そんな機会、月間にできるとい

いなと思います。昇降口にも、東中生徒会人権宣言の木が掲示され、まとめの時期には、皆さんの学習の

成果として、この木にたくさん花を咲かせてくれるものだと思っています。 

昨年もこの時期に話をさせていただき、私自身の人権にかかわる意識について、皆さんに聞いてもらい

ました。そんな、昨年の話を振り返りながら、同じような内容になってしまうのですが、私自身の差別や

偏見に対する意識、私の心の中にも、やっぱり差別や偏見の眼（芽）、それにつながる気持ちがあるんじゃ

ないかなという話をしたいと思います。 

昨年の講話では、現在 NBA、アメリカのプロバスケットボー 

ルリーグ、ロサンゼルス・レイカーズに所属、活躍している 

「八村 塁」選手が、幼いころから差別や誹謗中傷を受けてき 

たという話から、以前、私自身が、日本のスポーツ界で活躍す 

る外国人選手を見て、ある気持ちを抱いたことを時々思い出す、 

ということについて話をしました。それは、前回の校長先生の 

お話にも出てきた、冬の風物詩とも言われる「箱根駅伝」です。 

私もテレビで毎年見ていますが、３０年ほど前から、外国人の 

留学生ランナーが、この箱根駅伝に出場するようになってきま 

した。こちらは「ジョセフ・オツオリ」という山梨学院大学、 

ケニアからの留学生ランナーです。引退後は指導者として活躍 

していたのですが、交通事故で亡くなっています。各大学の 

エースが走ると言われる「花の２区」で、次々と抜き去ってい 

く異次元の走りが話題となり、その後も留学生ランナーを迎え 

て活躍する山梨学院大学は、箱根駅伝で総合優勝を果たす名門 

校となっていったのですが、当時の私は「何だ、日本人だけじゃないじゃん」と思ったことがありました。

八村選手のように親が日本人ではないとか、将来の活躍や経済的にも豊かな生活ができるようになること

を夢見て頑張っている、国籍を変えても代表選手として活躍したいと努力しているスポーツ選手を見ると、

３０年以上前に、「何だ、日本人だけじゃないじゃん」、こんな気持ちを抱いたことがあることを時々思い

出して、普段、意識はしていないけれど、私自身にも「差別したり外国人を排除したりする目（芽）や気

持ちが、心のどこかにあるんじゃないかな」と、複雑な気持ち、少し不安な気持ちになることがあるとい

う話をしました。 

こういった面から考えると、ルールに従って様々な人種、違う国籍の選手がその国の代表として活躍す

ることができ、試合終了の瞬間には「ノーサイド」、全てを水に流して、敵も味方も関係なく互いを尊重し

合うことで知られている、「多様性を認め合う、開かれたスポーツ種目」のひとつとして「ラグビー」を紹

介しました。２，３年生の皆さんは、なんとなく思い出した部分があったでしょうか。 

話は変わります。スポーツではないのですが、先日テレビを見ていると、あるコマーシャルが流れてい



て、それを何気なく見ていた私は、最後に出てきた字幕を見た 

瞬間「あ、またこれだ」とドキッとして、先程話した「複雑な 

気持ち、少し不安な気持ち」になりました。見たことがある人 

もいるともいますが、皆さん見てみてください。 

動画（「聞こえてきた声」ACジャパンHPから） 

皆さんいかがでしょうか。すべての場面を振り返ってはみま 

せんが、例えばこのひとコマ私は、泣いていた赤ちゃんを抱い 

てあやす女性、お母さんを思い浮かべました。次のひとコマ、 

私は、遊園地やお店でぬいぐるみを選んだり、欲しがったりし 

ている女の子を思い浮かべました。続いてのひとコマ、私は、 

男性が会議で前に立ち、プレゼン、発表している姿を思い浮か 

べていました。皆さんはどうでしょうか。このコマーシャルは、 

様々な立場の人の、選択の自由が今よりも増える社会になれば 

と企画され、ジェンダー平等について考えるきっかけをつくる 

ために制作されたものだそうですジェンダーとは、社会や文化 

のなかで作られた、性別に対する考え方のことです。このコマ 

ーシャルを見て、それぞれの場面でどんな人を思い浮かべたか 

は、その人の考え方やその人の自由だと思います。例えば、赤 

ちゃんが泣いている場面で、私のように、女性、お母さんを思 

い浮かべたことが、悪いこと、いけないことではないと思うの 

ですが、見た人達からは、賛否両論、様々な意見が出ているよ 

うです。ただ、私は、最後の字幕が流れた時、一瞬、ドキッと 

して、これまでの自分の生活や経験から、「決めつけている」気持ちや心があることを、改めて感じまし

た。先程、駅伝のところで話したような、決めつけから抱かれる偏見や、人を差別したり排除したりする

目（芽）や気持ちが、自分の心のどこかに、やっぱりあるんだろうな、と感じた瞬間でした。みなさんは、

いかがでしょうか。 

今日は、何気なく見ていたコマーシャルから感じさせられた、人権にかかわる、私自身の気持ちについ

て、ほんの少しの気持ちが、「差別や偏見」、「排除すること」につながっていることがあるんじゃないのか

な？という、話をさせてもらいました。「人権」だとか「人とのかかわり方」については、私たちの生活の

様々な場面から考えられることが、たくさんあるのではないかと思います。校内には、人権教育にかかわ

るポスターや標語が掲示されています。JRC 交流委員会が貼ってくれた新しいものもあります。時々目を

とめて、周りの人に対する自分のかかわり方や言葉のかけ方はどうなんだろうかなど、自分のこと、自分

について振り返ってみるのはどうでしょうか。 

【生徒の感想より】◇◇◇◇◇ 

○最後のコマーシャルがとても印象に残って、お父さんが赤ちゃんの世話をすることを思い浮かべなか

ったのはなぜだろうと思った。 

○当たり前に差別や偏見の気持ちが自分の中にもあるんだなということがわかりました。CM を見て自然

と男の人、女の人と想像してしまったけれど、それ以外の考え方もあるということを頭の中に入れてこ

れからの生活を送っていきたいです。 

生徒会引き継ぎに向けて◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 ３年生を中心として、様々な活動が計画・実施されている生徒会活動も、２年生が 

中心となる引き継ぎに向け選挙管理委員会が開設され、正副会長選挙にかかわる活動 

が始まっています。教室訪問が終わり、２０日が立会演説会・選挙となります。 

      ◇保護者の皆様へ（お願い・お知らせ）◇◇◇◇◇◇◇◇◇    

県下ではインフルエンザ警報が発表されています。健康観察や健康管理、風邪・ 

感染症予防へのご配慮を、引き続きお願いいたします。 


